
 

 

大日通信株式会社 基本方針 

令和4年9月1日 

 

   ※1              ※2 

「徳 は本（もと）なり、財は末（すえ）なり」 との教えを守り、徳のある企業を目指し、企業活動

を通し社員と家族に笑顔を、お客様に感動を、地域社会に選ばれ愛され、社会貢献が出来る会

社を目指し成長します。 

 

目標は仁・義・礼・智・信で徳を磨く  

「仁」 能力が劣って見える人、心身が弱っている人を 

    大切に扱い特性と捉えて活かす 

    長所も短所も持ち味として受け入れ、 

    人の個性を活かす 

 

「義」 志や使命感を持ち、私欲より公欲で 

    貢献に焦点をあてる 

    自主的に役割・目標を明確にし、 

    自責で考え他人の為に行動する 

 

「礼」 相手の立場になって行動し、相手を嫌な気持ちに 

    させることがないよう気配りする 

    謙虚さを忘れず、何事にも感謝し品性を育て保つ 

 

「智」 忖度をせず、人として正しい倫理観に基づいて判断と行動する 

    プロとして高い専門性に基づき的確な判断が出来るように日々努力をする 

 

「信」 真心と誠実さを大切に言行一致で、自分を含めすべての人との約束を守る 

    自分の価値や能力を信じ、胸を張って楽しく仕事をする 

 

 
※１ 徳とは 

    「人徳のある人」は、決して、聖人君子のような人ではない。 

    人として当たり前の、約束を守る、謝る、感謝する、思いやり、笑顔など・・・ 

    一見大したことではないように見えることだが、それらを“当たり前”にしている人は、人間関係において最も大

切な【信頼】を積み重ねている。 

    どんなにスキルや人脈があろうと、信頼がなければ、いつか関係は破綻するものだ。 

    状況や人によって、あからさまに態度を変えたりなどしない。 

    それができるのは“人は一人で生きているのではない”という、人の大切さを熟知しているから。 

 

※2 「徳は本なり、財は未なり」とは → 徳がある人になれば、財産は着いてくるもの 


